
まずは中身を見る

ポイント
– 項目別に記載する（分野の状況、課題、着想に至った経緯）
– 必ず概念図を入れる
– 審査員はどこを読むのか？

• 本研究の位置づけが何か＝どんな課題を解決しようとしているか
• 関連文献から課題が妥当かどうかがわかるか
• なぜ本研究を思いついたのか

– 課題・問題点は否定形で書く
◎ 「構造を取らないタンパク質には適用できない。」
○ 「構造を取らないタンパク質に適用できないという問題がある。」
× 「構造を取るタンパク質にのみ適用できる。」

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

DC/PD共通 1ページ分

2. 伝わる申請書にする
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

２．【研究計画】※適宜概念図を用
いるなどして、わかりやすく記入し
てください。なお、本項目は１頁に
収めてください。様式の変更・追加
は不可。
(1) 研究の位置づけ

特別研究員として取り組む研究の位
置づけについて、当該分野の状況や
課題等の背景、並びに本研究計画の
着想に至った経緯も含めて記入して
ください。
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まずは中身を見る

ポイント
– 項目別に記載する
– (1)で書いた課題と対応させる
– 研究内容を３～５個程度のサブ内容に分割して説明すると
計画の説明がしやすい（いつ実施するかも書く）

– サブ内容ごとに達成目標を示す（何ができればOKなのか）
– 概念図を入れる

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

DC/PD共通 2ページ分

マイルストーン
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

ポイント（①～⑤別）
①研究計画における研究目的、研究方法、研究内容

• (1)研究の位置づけの分野の課題に対応させると目的がわかりやすい
• 概念図を入れる
• 決まった研究方法があれば書く（具体的な名称も）
• サブ内容ごとに書くと実施時期も説明しやすい

②どのような計画で、何を、どこまで明らかにしようとするのか
• ①で書いたサブ内容も使って、具体的にいつ何をやるか書く
• 「～を示す」「～を達成する」「～を明らかにする」と書く
• 申請から採用までの10ヶ月間でやることも書く
• 研究費のB区分申請をする場合は、追加的に行うB区分研究の内容も書く

③研究の特色・独創的な点
• 研究計画を客観的に褒める
• 関連研究が全く無いことはあり得ない。文献とともに世界の動向について
語り、研究者としての調査能力があることを示す。

• 自身の研究を盛る。関連分野はもちろん、少し離れた分野への波及効果や
社会的なインパクト、産業界への影響なども語れると好印象

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

※①～③で大半は埋まる

34

あまりB区分研究を盛りすぎ無い方がよいと思う。書くとしても３行くらい。
B区分で通らなくても学振DC/PDの研究として成立しているようにすること。
A区分/B区分の選択自体は審査に影響しない。

[R5New]



2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

ポイント（①～⑤別）
④申請者が担当する部分

• ラボのテーマとの関連を書く。関連性が皆無の場合はそう書く。
• 関連性がある場合→ボスから降ってきただけに見えないようにする
• 自分が主体的に実施すると記載。
• 困難があったときのバックアップ＝相談できる人間がいることは重要

⑤受入研究機関と異なる研究機関での研究従事計画
• 該当しないなら記載なし
• 海外の大学への留学を検討している場合（期間の2/3以内）や、
大学と連携する研究所等で研究する計画がある場合などは、
ここで具体的に記載

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

具体的とは？
• 具体的な計画：プランが綿密に立てられている
「プランAが駄目だったらプランB、プランCを実施する」

• 具体的な研究：事前実験の結果等に裏付けられた、妄想でない議論
• 具体的な文章：固有名詞や数値情報が散りばめられている
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

【研究計画】（続き）※適宜概念図を用いる
などして、わかりやすく記入してください。
なお、各事項の字数制限はありませんが、全
体で２頁に収めてください。様式の変更・追
加は不可。
(2) 研究目的・内容等

① 特別研究員として取り組む研究計画にお
ける研究目的、研究方法、研究内容について
記入してください。

② どのような計画で、何を、どこまで明ら
かにしようとするのか、具体的に記入してく
ださい。

③ 研究の特色・独創的な点（先行研究等と
の比較、本研究の完成時に予想されるイン
パクト、将来の見通し等）にも触れて記入
してください。
④ 研究計画が所属研究室としての研究活動

の一部と位置づけられる場合は申請者が担当
する部分を明らかにしてください。

⑤ 研究計画の期間中に受入研究機関と異な
る研究機関（外国の研究機関等を含む。）
において研究に従事することも計画してい
る場合は、具体的に記入してください。
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

【研究計画】（続き）※適宜概念図を用いる
などして、わかりやすく記入してください。
なお、各事項の字数制限はありませんが、全
体で２頁に収めてください。様式の変更・追
加は不可。
(2) 研究目的・内容等

① 特別研究員として取り組む研究計画にお
ける研究目的、研究方法、研究内容について
記入してください。

② どのような計画で、何を、どこまで明ら
かにしようとするのか、具体的に記入してく
ださい。

③ 研究の特色・独創的な点（先行研究等と
の比較、本研究の完成時に予想されるイン
パクト、将来の見通し等）にも触れて記入
してください。
④ 研究計画が所属研究室としての研究活動

の一部と位置づけられる場合は申請者が担当
する部分を明らかにしてください。

⑤ 研究計画の期間中に受入研究機関と異な
る研究機関（外国の研究機関等を含む。）
において研究に従事することも計画してい
る場合は、具体的に記入してください。
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

PDのみ 1ページ分
ポイント
– できるだけ新しい環境に身を置くということを示す

• すでに共著論文が複数あったり，同じ研究室を出た兄弟弟子に
あたる研究者のラボを受入研究室とするような場合は要注意
（避けたほうが無難）

– できるだけポジティブに。能動的な理由を記載する。
× 「選定した○○准教授は当該分野の第一人者である●●教授の弟子」
○ 「選定した○○准教授は当該分野で△△という現象を発見し、～～」

– 一応「特例措置希望理由書」も出せるがほぼ認められない
• 特例措置で採用されたのは H28～R2の5年間で18名

2. 伝わる申請書にする
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

ポイント
– 正しく書く

• 特に該当しない場合、「該当なし」と書く。
– ただし、ちょっとでも違和感を持たれそうな場合には、
「◯◯という理由から該当しない。」と説明する。

– 例：生命データの場合
「本研究課題で使用するゲノム情報は全て公開データを用いるため，
該当しない。」

• 評点項目ではないが、該当する場合に適切に記入していないと
研究者として悪印象を持たれるのは否めないのでちゃんと記載する。

2. 伝わる申請書にする

DC/PD共通 1ページ分
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

これまで「研究遂行能力」を記載していた欄が「研究遂行力の自己分析」に変更。
研究成果の単なる羅列ではなく、申請者の強み・足りないことが分かるように
自己分析を加えて記載することが求められる。

DC/PD共通 2ページ分
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

4.【研究遂行力の自己分析】(1) の書き方
下記（１）及び（２）の記入にあたっては、
例えば、研究における主体性、発想力、問
題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュ
ニケーション力、プレゼンテーション力な
どの観点から、具体的に記入してください。
また、観点を項目立てするなど、適宜工夫
して記入してください。
なお、研究中断のために生じた研究への影
響について、特筆すべき点がある場合には
記入してください。

記述の根拠となるこれまでの研究活動の成果
物（論文等）も適宜示しながら強みを記入し
てください。

成果物（論文等）を記入する場合は、それらを同定
するに十分な情報を記入してください。
（例）学術論文
（例) 研究発表
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

4.【研究遂行力の自己分析】(1) の書き方
記述の根拠となるこれまでの研究活動の成果
物（論文等）も適宜示しながら強みを記入し
てください。

成果物（論文等）を記入する場合は、それらを同定
するに十分な情報を記入してください。
（例）学術論文
（例) 研究発表

書いても良さそうなこと
※なんでも書いて良い。判断するのは審査員。
・学術論文
（査読の有無を示す。査読がある場合はacceptedのもののみ。

arXivやbioRxiv、medRxivなどのプレプリントサーバに
投稿した論文などの査読なし論文を示してもよい）

・研究発表
（口頭・ポスターの別、査読の有無を示す。国際会議と
国内学会を分けて示すとよい。招待講演があれば示す）

・学術雑誌における解説や総説，著書等
（査読の有無を示す）
・特許，実用新案，意匠等（出願・取得の別を示す）
・受賞（授与機関・学会、受賞年月を示す）
・外部研究費や奨学金・フェローシップ等の獲得
・公開ソフトウェア（GitHub URL等を示す）
・各種創作物（文芸作品、工芸品、建築物等）
・新聞その他メディアへの発表
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まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

4.【研究遂行力の自己分析】(1) の書き方 （業績の数が少ない人向け）

・学術雑誌等に発表した論文（全て査読有り）
Ohue M, Suzuki SD, Akiyama Y. Learning-to-rank technique based on ignoring meaningless 
ranking orders between compounds, J Mol Graph Model, Elsevier, 92: 192-200, 2019.
本論文では、ウェブマイニングや情報検索の分野で用いられるランク学習（Learning-to-Rank）

のテクニックを、薬剤候補化合物の選別問題に応用し、高活性が期待できる化合物を精度よく選
別することに成功した。化合物に適用するために新たにSPDRankと呼ばれる新しいランク学習手
法を開発して用いた。提案手法であるSPDRankはソースコードレベルで公開した。申請者は筆頭
著者としてSPDRank法の提案や実装、評価を行い、共著者との議論を経て論文執筆を行った。

2. …

自分の名前は下線や太字にしておくとよい
（指示はされてないが、審査員が見つけやすい）

成果に対して解説を付すと良い。

論文の場合、自分が何をやったか示すことで遂行能力が示せる。
（自分が主体的にやったことをアピール、でも共著者を蔑ろにはしない。）

1. 
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

4.【研究遂行力の自己分析】(2) の書き方
下記（１）及び（２）の記入にあたっては、
例えば、研究における主体性、発想力、問
題解決力、知識の幅・深さ、技量、コミュ
ニケーション力、プレゼンテーション力な
どの観点から、具体的に記入してください。
また、観点を項目立てするなど、適宜工夫
して記入してください。
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

→ 5.【目指す研究者像】とのつながりを意識
５．【目指す研究者像等】※各事項の字数制限はありませんが、全体で１頁に収めてください。様式の変更・追加は不可

日本学術振興会特別研究員制度は、我が国の学術研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確保に資することを目的とし
ています。この目的に鑑み、(1)「目指す研究者像」、(2)「目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活動の位
置づけ」を記入してください。

4.【研究遂行力の自己分析】(2)今後研究者として更なる発展のために必要と考えている要素
5.【目指す研究者像等】(2)目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活動の位置づけ

目指す研究者像 目指す研究者像に対して
自分に足りないこと

DC/PDの研究活動を通じて
目指す研究者像に近づく

書くことの雰囲気が似ている！？

5. (1)で書く
4. (2)で書く 5. (2)で書く

大上の考えるおすすめ構成（※こう書かなきゃいけないというわけではありません）

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

4.【研究遂行力の自己分析】(2) の書き方

45



まずは中身を見る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

DC/PD共通 １ページ分

ポイント
– 具体的に書く

• 具体的なエピソード、人物像、研究者を目指すきっかけ
• 身に付けるべき（と自分が思っている）資質
＝自分に足りないこと＝4.で記載したことと対応する

– （一般論として）研究者にはアウトリーチ が求められる
←たぶんみんな書く気がするのであまり差別化にはならない…

※アウトリーチ 国民の研究活動・科学技術への興味や関心を高め、かつ国民との双方向的な対話を
通じて国民のニーズを研究者が共有するため、研究者自身が国民一般に対して行う双方向的な
コミュニケーション活動

※
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

５．【目指す研究者像等】※各事項の字数制
限はありませんが、全体で１頁に収めてください。
様式の変更・追加は不可

日本学術振興会特別研究員制度は、我が国の学術
研究の将来を担う創造性に富んだ研究者の養成・確
保に資することを目的としています。この目的に鑑
み、(1)「目指す研究者像」、(2)「目指す研究者像
に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活動の
位置づけ」を記入してください。

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする

志望動機や理想の研究者像では差がつきにくい…
→何を具体的にやると宣言するかが重要

• 研究活動（論文、学会発表）
• 横の活動＝学会・若手の会・学内企画等
• 縦の活動＝後進の育成等
• アウトリーチ活動
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• 申請書で書くこと
2. 【研究計画】

• 研究の位置づけ
• 研究目的・内容等
• 受入研究室の選定理由（PDのみ）

3. 人権の保護及び法令等の遵守への対応
4. 【研究遂行力の自己分析】

• 研究に関する自身の強み
• 今後研究者として更なる発展のため必要と考えている要素

5. 【目指す研究者像】
• 目指す研究者像
• 目指す研究者像に向けて特別研究員の採用期間中に行う研究活動の位置づけ

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする
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Q. これまでの研究には触れない？
– 令和4年度から「これまでの研究」についての記述欄が消滅

• これまでに成し得た研究成果・業績よりも、これから何をしようと思って
いるのかという未来の話に大きく重心が移った

– だからといって、これまでやったことにまったく触れないのは勿体無い
• 『2.【研究計画】⑴研究の位置づけ』で着想に至った経緯として、
これまでの研究の存在があった

• 当該分野の状況を語る際に、すでに自身の研究が最先端である
といったケースもあるはず

• 『4.【研究遂行力の自己分析】』でも、もちろんこれまでの研究に触れる
• 今まで研究をやってきたからこその理想の『5.【目指す研究者像】』がある

– 明示的には「これまでの研究」という欄はないが、
実際には「これまでの研究」について触れるべき欄はたくさんある

– 自分の「これから」を説得力をもって訴えるために、
今一度自分の「これまで」について振り返ってみよう

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

まずは中身を見る 2. 伝わる申請書にする
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一番大事なタイトル（研究課題名）
• 「タイトルは一番短いアブストラクト」
• 40字以内で簡潔明瞭なタイトルを付ける
• どんなタイトルをつければ良い？→先人に学ぶ

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

https://kaken.nii.ac.jp/

2. 伝わる申請書にする

50



KAKEN DBのおすすめ検索方法

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

「特別研究員奨励費」 （＋若手研究や基盤研究(C)）

自分の分野に近そうなもの
古すぎても微妙なので、とりあえず2018年以降など

出てきたタイトルや
キーワードなどを参考にする

こっちがDC1/DC2/PD等 こっちはフツウの科研費種目
（他にも色々あるが、金額がでかいとタイトルが壮大になる傾向。）

2. 伝わる申請書にする

「●●●による●●の開発と●●」
「●●●による●●の●●」

みたいなパターンが多い？
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2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

審査員に、伝えたい 2. 伝わる申請書にする

私が優秀であることを伝えたい
こんなに良い研究計画なんだ、

こんなに研究成果があるんだ、
こんなアイデア見たことないでしょ、

こんなに今まで頑張ってきたんだ、、、

52



でも審査員は忙しい

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする
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最初のページが肝

• 審査員は１人で数十人分の書類を読む
– 本業の片手間なので時間を使えない

→まずぱっと見て「こいつは有望そう」か
そうでないかをフィルタリングする（と思われる）
– 箸にも棒にもかからないグループに行ってしまったら
もう読まれることはほとんどない

• 箸か棒にかかるためには
→最初のページをなんとかする

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする
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最初のページが肝

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

大上が最初に書いた
DC1申請書１ページ目

大上が提出した
DC1申請書１ページ目

2. 伝わる申請書にする
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あなたが優秀であることを伝える
• ポイント

– 言われた通りの構成
– 最初のページを特に工夫

• 図、箇条書き、太字、下線、改行位置、配置
本研究では、運動方程式に基づいた分子動力学シミュレーショ
ン技法を用いて、CDK2タンパク質の細胞内動態を推定する。

– 参考文献を適切に引用
• 審査員が「申請者に研究者としての能力があるかどうか」を
見る指標となっている

– これでもかと、業績アピール
• 業績は「4. 【研究遂行力の自己分析】」以外でもアピール
• (特にDCは)投稿中の論文は参考文献欄に書けるので書いておく

– ついでに「5. 【目指す研究者像】」でも触れて良い。

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

読みにくい改行を
できるだけ避ける
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とにかく読みやすい書類作り

• デザインに少しこだってみる（フォントや色など）
– 重要なところは太字（ゴシック体）
– モノクロで，カラフルに
– 本文に下線をつけて，下線のとこだけ読むと全体が掴める
というテクニックもある

– 本文：MS明朝 + Times New Roman、
太字箇所：MSゴシック + Arial が基本

• でも書けます（→科研費LaTeX）
• アレンジは個人の自由

• インパクトのある概要図を載せる
– ひと目で全体の概要が掴めるようにする
– 白黒で作る

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする
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科研費LaTeXとCloud LaTeX

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

科研費LaTeX ＝ TeXで学振申請書を書くためのスタイルファイル群
http://osksn2.hep.sci.osaka-u.ac.jp/~taku/kakenhiLaTeX/

TeXの環境構築は（慣れてないと）割と大変
→ ウェブ上のオンラインエディターが無料で利用できる
・Overleaf（有名）
・Cloud LaTeX （あまり知られてないが、学振・科研費にも標準対応）

https://cloudlatex.io

2. 伝わる申請書にする
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重要な箇所は太字＋黒バック

• 文章のスタイル例

• テクニックの一例
– 専門用語っぽい語句には枕詞をつけて分かった気にさせる

とにかく読みやすい書類作り

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

重要な箇所は太字(MSゴシックなど）

重要な箇所は太字＋下線

フィンガープリントを用いて標的の分かっている類似化合物を検索

薬剤の１次元情報であるフィンガープリントを用いて
標的の分かっている類似化合物を検索

普通のところもゴシック基調で重要な箇所は太字

2. 伝わる申請書にする

UDフォントを活用し、重要な箇所は太字
※UDフォント＝ユニバーサルデザインフォント (UD デジタル 教科書体 NP-Rや
BIZ UDPゴシックなど)。普通のフォントに比べて視認性が高い。

59



とにかく読みやすい書類作り

• 読みやすさを追求するチェックリスト
言われた通りの構成になっていますか？
専門用語だらけになっていませんか？
１文１文が長すぎていませんか？主語述語はありますか？
文字のサイズが小さすぎていませんか？

• 指定では最低10pt．せめて10.5pt以上，できれば11pt．
• 図の中の文字も同じ．小さくなり過ぎないように

研究内容が伝わる図がありますか？
白黒印刷向けに作っていますか？
本文中の文献引用などの表記スタイルは揃っていますか？
インデントや字下げは意味のあるものになっていますか？

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

60



審査員に訴える書類作り
• 書類審査には質疑応答が無い

– あたりまえ。だがこの事実をちゃんと気にしているか？
– 審査員が疑問に思う点に対して弁明するチャンスが無い
– 疑問に思いそうなことは、先打ちで言及しておく

• 「何を使って／どうやってやるの？」
• 「なんでこの実験方法／手法を選んだの？」
• 「手順はそれでいいの？この方法はなんでやらないの？」
• 「うまくいかなかったらどうするの？おしまい？」
• 「他に似たような研究はやられてないの？」
• 「壮大な計画だけど本当にできるの？」
• 「何ができたらできたと言えるの？」
• 誤解されたらおしまい。誤解されないような日本語にする。

– 学会発表の練習と同じ。想定問答を自分で考える。
• 具体的に記載してください という指示の理由
• 「もっと良い◯◯という研究／結果が出てるよ」は致命傷。
有名論文含め広くサーベイしておくことが大事（独創性の主張にも繋がる）

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

61



審査員に訴える書類作り
• 審査員に訴求するチェックリスト

 アイデアが面白いことを示せているか
 着想に至った経緯が説明できているか
 先行研究等の違いをきちんと示せているか
 研究計画に独創性があるか
 研究背景、問題提起、提案に至る一連の説明が論理的にできているか
 具体的で実現できそうな研究計画を示せているか
 先行研究が十分に示されており，自身の研究の優位性が示せているか
 提案する課題が研究分野にどの程度の影響をもたらすかを過大過小なく
検討できているか

 困難があった場合に解決する方法を考えているか
（指導教員や周囲の研究者とのコミュニケーションも含む）

 対外的な活動やアウトリーチなどの経験
 これまでの研究実績等、研究に関する強みがあるか
 申請者の分担を示せているか（１人でやるならそう明記する）
 自身の弱みを把握し、克服しようとしているか
 目指す研究者像と、そこに至るために必要な要素を挙げられているか

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする
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申請に必要なもの

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

63

※PDの場合（DCは評価書は１名分だけ）



優秀だと伝えてもらう評価書

• 評価書を用意する
– DCは1人分，PDは2人分
– 指導教員が書く← Web上で

• 幸運なケース：指導教員が全部書いてくれる？
• 不運なケース：自分で書けと言われる？（現実？）

– 指導教員はあなたのことを全て知っているわけではない
• あなたの学部時代、高校時代、幼少期、趣味嗜好、特技、一芸、
アルバイト、サークル、研究エピソード、学会発表、等々、、、

• 指導教員の先生に「素材」を提供してあげましょう。
おいしく料理してくれます！

• PDの場合、２人の評価書の内容が似すぎないように
異なる料理用の素材を用意できるとベター

• 大上の例
– 評価書A（指導教員）：研究の学問的観点を強調、身近な事例・趣味等
– 評価書B（受入教員）：スパコン利用者としての観点や創薬応用

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

64



2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

• 申請者の ⑴「研究者としての強み」及び ⑵「今後研究者として更なる発展のため
必要と考えている要素」のそれぞれについて，具体的に入力してください．
（例えば，研究における主体性，発想力，問題解決力，知識の幅・深さ，技量，
コミュニケーション力，プレゼンテーション力などの観点から，具体的に記入）

（⑴，⑵それぞれ1000字以内かつ25行以下）（DC/PD共通）

• 申請者の研究者としての将来性を判断する上で特に参考になると思われる事項につ
いて．（例：特に優れた学業成績，受賞歴，飛び級入学，留学経験，特色ある学外
活動など．）
（2000字以内かつ60行以下）（DCのみ）

• 申請者を受け入れるに当たっての「受入（指導）計画」，受入研究者自身又は研究
室で行っている研究と申請者の研究との関連性，期待される相乗効果について．
（申請者の研究の発展性だけでなく，申請者を受け入れることにより期待される，
受入研究者（研究室）の研究に対する影響，波及効果についても明記．）

（2000字以内かつ60行以下）（PDの評価者1のみ）

優秀だと伝えてもらう評価書 2. 伝わる申請書にする

評価書の内容

「4.【研究遂行力の自己分析】と同じ！
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Webフォーム

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

評価書作成者向け体験版 - JSPS 電子申請システム
http://www-shinsei.jsps.go.jp/topyousei/yousei_taiken/hyokasha/input_tokken.html

2. 伝わる申請書にする
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優秀だと伝えてもらう評価書
• 評価書サンプルファイルを作ろう

– 指導教員が書きやすいように

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

Web上の指示を
転記しておく

あらかじめ推しポイント
を自画自賛で書いておく

2. 伝わる申請書にする

「強み／必要と考えている要素」は
4.【研究遂行力の自己分析】と同じ！
＝申請書も見せて相談する
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とにかく読みやすい書類作り
• 最初はコピペでも良いから埋め，たくさん推敲する

– 1回全部埋めてから指導教員と相談するのが良い
• できてないものを指摘するのは大変だが，
見た目でそこそこできているものに駄目出しするのは比較的簡単

• 色んな人に読んでもらおう
– 読むのはその分野の素人かもしれない
– 素人が読んでも内容が理解できる程度に分かりやすく

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

図でパッと見て
何をする研究か分かると良い

2. 伝わる申請書にする
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大上がこれまで作った「図1」（ほとんど科研費ですが）

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

2. 伝わる申請書にする

69



夢は大きく，根は深く

• プロが読むので大層なことを言ってても現実は
バレるが、それでもある程度夢を語りたい
– バランスが重要、ドラえもんは作れない

• 実現可能性をアピール
– ただし3年 (2年) 計画じゃないと達成できない程度の
インパクトを持つ若々しい挑戦を掲げる

2023/3/1 東工大 学振特別研究員説明会 大上雅史

大上DC1申請書
「本研究はタンパク質構造を扱う構造生物学と，生物をシステムとして理解するシステム生
物学とをつなぐ架け橋となり得るものであり，PPI研究のパラダイムシフトを起こすものであ
ると自負する．」

大上PD申請書
「本研究の完成によって，これまで未解明であった薬効の作用機序の解明を，計算機を用い
て行うことが可能となる．既存の薬剤はもちろん，新規薬剤候補化合物の設計にも本研究の
システムを用いることができ，あらゆる疾病に対する創薬研究に利用できる計算機スクリー
ニング手法として，本研究は高い有用性を持つ．」

2. 伝わる申請書にする

70
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